
知を活かす知とは

技術で勝る日本が，なぜ事業で負けるのか。

技術さえあれば世界に通用するというのは80年代の

幻想である。これまでは良い製品を作り，それを皆が

改善・錬磨して，根性ある営業マンが売れば事業で勝

てる，さらには国内で勝てれば世界で勝てるというの

が「勝利の方程式」であった。しかし，このような競

争力モデルはほとんどの業界で変容し，従来型の製造

業モノづくりモデルは陳腐化している。それは決して

先のリーマンショックに端を発したものではない。例

えばエレクトロニクス業界での惨敗はこの変化に起因

するものであるが，それに気づかないこと自体が問題

なのだ。

日本は科学技術大国ではあるが，科学技術立国には

至っていない。また，技術力があるにも関わらず，事

業では勝てない。特許を取得し，国際標準を主導して

も勝てないケースさえある。これはつまり，「技術と

いう知を活かす知」の開発を怠ってきたからに他なら

ない。「知を活かす知」とは，新たなビジネスモデル

の提案であり，商品サービスシステムの設計であり，

（標準化）を含む知財マネジメントの展開である。

成長と発展

では公共ビジネスはどうすべきか。盛んに成長戦略

がいわれているが，成長と発展は同じものではない。

子どもは成長して大人になり，杉の若木は大きな杉に

成長するが，それは発展とは呼ばない。成長（growth）

は既存モデル（仕組み，仕掛け，仕切りの三点セット）

の量的拡大であり，発展は新規モデルの創出とそれへ

の不連続的移行（development）である。日本はこれ

まで，既存モデルの錬磨・改善（improvement）で

勝ってきたが，今のモデルをいくら磨いても新しいモ

ノは生まれない。ダーウィンは，「変わるモノだけが

生き残る」と喝破したが，今後は発展の考え方，モデ

ル創新＝innovation：イノベーションが重要だ。例え

ばゲーム業界ではWii（任天堂）がPS3（ソニー）に

大差をつけた。既存のゲームモデルを徹底的に錬磨し

たPS3に比べ，Wiiは新たな価値を創出したからであ

る。新興国で公共ビジネスを展開するとき，必ず国際
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競争力に晒される。世界はどういう競争モデルで動い

ているのか，問題意識を共有しないといけない。技術

開発競争だけではなく，モノとサービスの相乗的価値

形成を行う，もっと広い商品サービスシステムの開発

競争が起こっている。そこでは，技術を活かすビジネ

スモデルと，それを可能とする知財マネジメントとい

う，「知を活かす知」の開発が勝負を分けるのだ。

競争力モデルは時代を経て変容してきた。第１期は

個人発明家・起業家型の時代。第２期は単独一社によ

る垂直統合型。第３期は複数の垂直統合型で，各企業

が切磋琢磨し商品力で勝負したため，既存モデルを錬

磨して日本が優位に立った。そして第４期の現在，世

界の「勝ち組」企業は皆，第３期で負けた企業だ。そ

れを真摯に反省し，その原因を徹底的に解明すること

から再生したのである。日本は負けても「水に流す」

だけで「負けから学ぶ」ことをしない。ここが差を分

けている。

このようなビジネスモデルのイノベーションによ

り，日本は取り残された。半導体関連で日本企業が壊

滅状態にも関わらず，インテルは勝ち続けている。家

電品ではアップルが市場を席巻し，自動車産業界はあ

と15年ほどで無力化する可能性がある。日本は技術力

があるだけだが，「勝ち組」の企業は技術の活かし方

を知っているのである。

公共事業ビジネスの行方

製品アーキテクチャにはインテグラル（摺り合わせ）

型とモジュラー（組み合わせ）型がある。従来日本は

何万点の部品数から構成される自動車など，インテグ

ラルは得意な分野だった。これに対しモジュラー型は

安いパーツを組み合わせて機能を発揮させるもの。パ

ソコンでいえばインテル社はMPUの外側をモジュラ

ー化し，内側をインテグラルにしてブラックボックス

化した。さらに他の部品と相互に協働できるプラット

フォームを構築した。結果，世界初の「基幹部品によ

る完成品従属モデル」をつくったのである。一方，家

電商品ではアップルが「完成品による部材従属化モデ

ル」という別のアプローチで製品の価値の垂直統合的

形成を行った。さらにネットワークを利用するという

新たな価値形成モデルを作り上げた。サービスとモノ

の相乗効果という新たなビジネスモデルである。

これらの仕組みで日本は負け続けている。

ひとつのヒントではあるが，日本の公共事業ビジネ

スは「脱・エレベータモデル」をめざすべきではない

か。本体+メインテナンスというこれまでの価値形成

形態を変えるのだ。製品価値ではなく，製品を活かす

知恵に価値を置くソリューションモデルや，システム

全体を運用するオペレーションモデルが生まれ始めて

いる。中核となるモノとそれを活かすサービスという

組み合わせが「知を活かす知」なのである。

むすび

どのような価値を形成し，それをどのように顧客へ

提供するのか，その対価として何をどのように価値享

受をするのか――このモデルが問われている。

まず，製品アーキテクチャの設計と急所技術の開発

が重要になる。知財マネジメントは諸刃の剣で，独自

技術の権利化や秘匿化，権利供与は条件付きライセン

スや標準化オープンなどを使い分けることが必要。国

際標準をとれば一気に普及するが，すべての技術をオ

ープンにすることは要注意だ。相手国の利益になるこ

とは素晴らしいことだが，企業は自らの収益性を考え

て内容を精査し，どれをオープンにするのかを工夫す

べきだ。何より「知を活かす知」を駆使した価値マネ

ジメントという新しい事業戦略を真剣に検討するべき

である。

会場からの質問

Ｑ．海外で成功した企業のように日本は行動を起こ

せるか。

Ａ．インテルにしろIBMにしろ，日本に一度は負け

たが，その敗因を徹底的に分析して学んできた。標準

化と知財マネジメント，そして卓越したビジネスモデ

ルを確立するべき。知恵を絞れば中小企業にもおおい

にチャンスがある。

Ｑ．韓国の海外展開はどうか。

Ａ．技術の取り込み方がうまく，何より知財と標準

化の使い方を学んでいる。スピード感とハングリー精

神があるので産業全体としては日本を抜いたと思う。

Ｑ．「評価」というビジネスは今後どうなるのか。

Ａ．安全・安心の面からも評価や計測といった分野

のビジネスは今後伸びてくる。例えば評価基準の標準

化を自社につながる仕掛けを作れば，大きなビジネス

チャンスが広がるのではないか。


